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1 はじめに
コンピュータによる漢字データ処理の歴史は、1978年の日本工業規格 JIS C 6226

(現 JIS X 0208)の制定に遡る。JIS C 6226は、ASCIIとその拡張法である ISO 2022

の流れを汲み、全ての文字に漢字コードという一意なコードを割り振ることで、漢字
を扱う手法である。この直後に、国産初のワードプロセッサが開発され、コンピュー
タ上での漢字は全て漢字コードを用いて処理する、という考え方が一般的となった。
このような漢字コードを用いた漢字データ処理においては、ある「漢字集合」を
最初に規定し、その「漢字集合」の各漢字に一意なコードを割り振ることによって、
それらの漢字を扱うことになる。すなわちコンピュータ上における、漢字の入力・出
力・検索いずれの局面においても、漢字コードというものによって必要な漢字を処理
することになるのである。
しかし、ある文書において必要とされる漢字が、必ずしもこのような「漢字集合」
に全て含まれているとは限らない。実際の文書において必要とされる漢字の全集合
が、現時点では不明である以上、どのような「漢字集合」を規定しても、足りない漢
字というものが常に存在しうるのである。そのような「漢字集合」に含まれていない
漢字、すなわち通常の漢字コードで表すことのできない漢字、これが「外字」である。
これまでの「外字」処理は、漢字コードの空き領域を用いる方法が一般的であった。
すなわち必要とする「外字」を、漢字コードの空いている場所に適宜割り当ててや
る方法である。しかしながら、この方法では、漢字コードのどの場所にどの「外字」
を割り当てるかは、その「外字」を使う人それぞれが勝手に定めてしまうため、同じ
「外字」であっても文書によって違う漢字コードに割り当てられている、という不都
合が起こってしまうのである。つまり「外字」の出力はできても、検索は不可能とい
うのが実態であった。
これに対し本稿では、漢字コードの空き領域に「外字」を割り当てるのではなく、
漢字コードで既に使用されている領域に「外字」を割り当てる手法を提案する。この
手法により、従来は検索することができなかった「外字」を、その「外字」の「異体
字」を用いて検索することが可能となる。以下、次章で本稿のアイデアのガイドライ
ン、第 3章で PDF (Portable Document Format) [1]による実際例について述べる。

2 異体字の漢字コードを用いた外字処理手法
手始めに、次ページ右上図に示すような文書を、何がしかのDTPソフトで作るこ

とを考えてみよう。
「橋」という漢字には、例えば Shift JISなら<8bb4>という漢字コードが割り当て
られているので、Shift JIS系のDTPソフトでは、<8bb4>を用いて「橋」という漢字
を扱うことになる。これは文書中に現れるどの「橋」でも同じで、次ページ右上の文
書における 2つの「橋」のいずれも、<8bb4>という漢字コードで扱われることになる。



また、そうすることによって、<8bb4>という漢字コー
ドで、「橋」という漢字を検索することが可能になっ
ているのである。
では「高」はどうであろうか。「高」という漢字に

は、例えば Shift JISなら<8d82>という漢字コードが
割り当てられているので、Shift JIS系のDTPソフト
では、<8d82>を用いて「高」という漢字を扱うことに
なる。これは「高」であっても「高」であっても同じ
で、実際、この文書における「高」と「高」は、普通の
DTPソフトであれば、同一の漢字コードであらわされ
ているはずである。これによって、「高」でも「高」で
も、同一の<8d82>によって検索することが可能となっ
ているのである。この結果、右の文書上で「高橋」と

高橋と高橋

いう文字列を検索すると、「高橋」と「高橋」の両方にヒットすることになるわけで
ある。
これを実装の面から考えると、「高」と「高」という、アウトライン上は全く異な
る 2つの字形が、<8d82>という 1つの漢字コードで処理されていることになる。すな
わち、現時点のDTPソフトにおいてもすでに、<8d82>という漢字コードに、複数の
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字形を対応させることが可能になっているのである。
では、これを応用して、<8d82>に「高」という字形を
対応させることができれば、その結果はどうなるだろ
うか?
左図が予想される結果である。この文書において

「高」にも「高」にも同じ<8d82>という漢字コードが
用いられていれば、「高橋」という検索文字列に対し
て、「高橋」と「高橋」の両方がヒットするはずであ
る。またそれは「高」という「外字」に対して、その
「異体字」を用いた検索が、現実に可能となることを
意味している。
では、実際のDTPの世界では、本当にこのような

ことが可能なのであろうか? 次章では PDFを例に見
ていくことにしよう。

3 異体字の漢字コードを用いた外字処理手法の実際例
PDFにおいては、全ての漢字に CID

という漢字コードが振られており、内部
ではそれを用いて漢字処理をおこなって
いる [2]。日本語向けにはAdobe-Japan1
[3]という CID集合が準備されており、
JIS X 0208の文字が全て含まれている。

CID 881 1710 2036

Ryumin-Light と 橋 高
GothicBBB-Medium と 橋 高

また、日本語フォントとしては、Ryumin-Lightと GothicBBB-Mediumという 2つの
フォントが組み込みフォントとして準備されており、通常はこれらのフォントを用い
て、文書を作成することになる。上の表に、881、1710、2036というCIDに対する、



Ryumin-Lightと GothicBBB-Mediumの字形を示す。ただし日本語 PDFでは、文字
の指定にこれらの CID を直接は
用いず、右に示す Identity-H、H、
RKSJ-H、EUC-H、UniJIS-UCS2-H の
ようなエンコーディングを用いるこ
とになっている。Identity-HはCID
を 2バイトでそのままあらわしたも
のであり、Hはいわゆる JISコード、

CID 881 1710 2036

Identity-H <0371> <06ae> <07f4>

H <2448> <3636> <3962>

RKSJ-H <82c6> <8bb4> <8d82>

EUC-H <a4c8> <b6b6> <b9e2>

UniJIS-UCS2-H <3068> <6a4b> <9ad8>

RKSJ-Hは Shift JIS、EUC-Hは EUC-JP、UniJIS-UCS2-Hは Unicodeを示している。
なお、Adobe Acrobat等でのPDF中の文字列検索は、内部的にはCID集合名 (Adobe-
Japan1)とCIDとの組み合わせでおこなわれており、エンコーディングや使用してい
るフォントには無関係である。
ここまでを踏まえて、まずは前ページ右上の文書を PDFで作成してみたところ、
付録 1のようになった。PDF中、文字列を出力しているのは

/F1 100 Tf <07f4 06ae 0371> Tj

/F2 100 Tf <07f4> Tj

/F1 100 Tf <06ae> Tj

の部分であり、F1に対するフォント Ryumin-Lightとエンコーディング Identity-H

の指定は 4 0 objと 3 0 objの部分で、F2に対するフォント GothicBBB-Mediumと
エンコーディング Identity-Hの指定は 7 0 objと 6 0 objの部分で、それぞれお
こなっている。この結果、まずは Ryumin-Lightで<07f4 06ae 0371>すなわち「高
橋と」が出力され、次に GothicBBB-Mediumで<07f4>すなわち「高」が出力され、最
後に Ryumin-Lightで<06ae>すなわち「橋」が出力されるわけである。また、この
PDFをAdobe Acrobatで表示し、その中で「高橋」という文字列を検索したところ、
「高橋」の部分と「高橋」の部分の両方にヒットした。
では、この PDFを改良して、前ページ左図の文書を作成するには、どうしたらい
いだろう?つまるところ、GothicBBB-Mediumの代わりに、CID 2036に「高」が入っ
ているようなフォントを使うことができればよいのである。PDFには、組み込みフォ
ント以外のフォントを、フォントのインストールなしに使用するための機構として、
フォント埋め込みというものが準備されているので、それによって必要なフォントを
PDF内に埋め込めばよい。PDF内にフォントを埋め込んでおけば、その PDFをど
こに持っていったとしても、「高」が必ず出力されるはずなのである。
この方針にしたがって、実際に作成してみたのが、付録 2の PDFである。F2に対
するフォントとして、Hashigo-Takaというフォントを 7 0 objで指定しており、さ
らにフォント中の字形を 10 0 objの部分で定義している。CID
2036の字形の定義には右に示すアウトラインデータを使用した
が、PDFの埋め込みフォントには Compact Font [4]と Type 2

Charstring [5]というものを使用せねばならず、一目で見てわかる
ようなものになっていないのが残念である。このPDFをAdobe

Acrobatで表示してみたところ、見事、前ページ左図が得られた。
また、この PDF中で「高橋」という文字列を検索したところ、
当然のことながら「高橋」の部分と「高橋」の部分の両方にヒットした。すなわちこ
れによって、本稿の目的である「異体字」で検索できる「外字」が、PDF上では実
現可能であると確認できたわけである。



4 おわりに
漢字コードで既に使用されている領域に、フォント埋め込みという手法で「外字」

を割り当て、「外字」の「異体字」を用いて検索可能とする手法を提案した。また提
案にしたがって、実際に PDFで例を作成し、本稿の手法が現実的に実現可能である
ことを示した。この結果は、本稿で提案するような「外字」が、実際にインターネッ
ト上で文字化けなく流通可能であり、またそれらをインターネット上で検索可能であ
ることを示している。ただし、本稿のPDFはあくまで手作業で作成したものであり、
Adobe Acrobat Distillerですら、このテの PDFを出力してはくれない。今後、本稿
の手法を誰でもが簡単に使えるようなツールの開発が、必要となるだろう。
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付録1 PDFリスト「高橋と高橋」

高橋と高橋
%PDF-1.3
% Hashigo-Taka Example 1 by Koichi Yasuoka

1 0 obj << /Length 89 >>
stream
BT
50 500 Td
/F1 100 Tf <07f4 06ae 0371> Tj
/F2 100 Tf <07f4> Tj
/F1 100 Tf <06ae> Tj
ET
endstream
endobj

2 0 obj <<
/ProcSet [/PDF /Text]
/Font <<
/F1 3 0 R
/F2 6 0 R
>> >> endobj

3 0 obj <<



/Type /Font
/Subtype /Type0
/BaseFont /Ryumin-Light-Identity-H
/Encoding /Identity-H
/DescendantFonts [4 0 R]
>> endobj

4 0 obj <<
/Type /Font
/Subtype /CIDFontType0
/BaseFont /Ryumin-Light
/FontDescriptor 5 0 R
/CIDSystemInfo <<
/Registry (Adobe)
/Ordering (Japan1)
/Supplement 0
>>
/DW 1000
>> endobj

5 0 obj <<
/Type /FontDescriptor
/Ascent 723
/CapHeight 709
/Descent -241
/Flags 6
/FontBBox [-170 -331 1024 903]
/FontName /Ryumin-Light
/ItalicAngle 0
/StemV 69
>> endobj

6 0 obj <<
/Type /Font
/Subtype /Type0
/BaseFont /GothicBBB-Medium-Identity-H
/Encoding /Identity-H
/DescendantFonts [7 0 R]
>> endobj

7 0 obj <<
/Type /Font
/Subtype /CIDFontType0
/BaseFont /GothicBBB-Medium
/FontDescriptor 8 0 R
/CIDSystemInfo <<
/Registry (Adobe)
/Ordering (Japan1)
/Supplement 0
>>
/DW 1000
>> endobj

8 0 obj <<



/Type /FontDescriptor
/Ascent 723
/CapHeight 709
/Descent -241
/Flags 6
/FontBBox [-170 -331 1024 903]
/FontName /GothicBBB-Medium
/ItalicAngle 0
/StemV 69
>> endobj

9 0 obj <<
/Type /Catalog
/Pages 10 0 R
>> endobj

10 0 obj <<
/Type /Pages
/Kids [11 0 R]
/Count 1
/MediaBox [0 0 612 792]
>> endobj

11 0 obj <<
/Type /Page
/Parent 10 0 R
/Resources 2 0 R
/Contents 1 0 R
>> endobj

xref
0 12
0000000000 65535 f
0000000053 00000 n
0000000192 00000 n
0000000268 00000 n
0000000400 00000 n
0000000584 00000 n
0000000758 00000 n
0000000894 00000 n
0000001082 00000 n
0000001260 00000 n
0000001311 00000 n
0000001395 00000 n
trailer
<<
/Size 12
/Root 9 0 R
>>
startxref
1478
%%EOF



付録2 PDFリスト「高橋と高橋」

高橋と高橋
%PDF-1.3
% Hashigo-Taka Example 2 by Koichi Yasuoka

1 0 obj << /Length 89 >>
stream
BT
50 500 Td
/F1 100 Tf <07f4 06ae 0371> Tj
/F2 100 Tf <07f4> Tj
/F1 100 Tf <06ae> Tj
ET
endstream
endobj

2 0 obj <<
/ProcSet [/PDF /Text]
/Font <<
/F1 3 0 R
/F2 6 0 R
>> >> endobj

3 0 obj <<
/Type /Font
/Subtype /Type0
/BaseFont /Ryumin-Light-Identity-H
/Encoding /Identity-H
/DescendantFonts [4 0 R]
>> endobj

4 0 obj <<
/Type /Font
/Subtype /CIDFontType0
/BaseFont /Ryumin-Light
/FontDescriptor 5 0 R
/CIDSystemInfo <<
/Registry (Adobe)
/Ordering (Japan1)
/Supplement 0
>>
/DW 1000
>> endobj

5 0 obj <<
/Type /FontDescriptor
/Ascent 723
/CapHeight 709
/Descent -241
/Flags 6
/FontBBox [-170 -331 1024 903]
/FontName /Ryumin-Light
/ItalicAngle 0
/StemV 69



>> endobj

6 0 obj <<
/Type /Font
/Subtype /Type0
/BaseFont /Hashigo-Taka-Identity-H
/Encoding /Identity-H
/DescendantFonts [7 0 R]
>> endobj

7 0 obj <<
/Type /Font
/Subtype /CIDFontType0
/BaseFont /Hashigo-Taka
/FontDescriptor 8 0 R
/CIDSystemInfo <<
/Registry (Adobe)
/Ordering (Japan1)
/Supplement 0
>>
/DW 1000
>> endobj

8 0 obj <<
/Type /FontDescriptor
/Ascent 723
/CapHeight 709
/Descent -241
/Flags 6
/FontBBox [-170 -331 1024 903]
/FontName /Hashigo-Taka
/ItalicAngle 0
/StemV 69
/CIDSet 9 0 R
/FontFile3 10 0 R
>> endobj

9 0 obj <<
/Filter /ASCIIHexDecode
/Length 518
>>
stream
0100000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
0000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000
00000000000000000000000000000000000000000000000000000000000010
endstream
endobj

10 0 obj <<



/Subtype /CIDFontType0C
/Filter /ASCIIHexDecode
/Length 799
>>
streamendstream
endobj

11 0 obj <<
/Type /Catalog
/Pages 12 0 R
>> endobj

12 0 obj <<
/Type /Pages
/Kids [13 0 R]
/Count 1
/MediaBox [0 0 612 792]
>> endobj

13 0 obj <<
/Type /Page
/Parent 12 0 R
/Resources 2 0 R
/Contents 1 0 R
>> endobj

xref
0 14
0000000000 65535 f
0000000053 00000 n
0000000192 00000 n
0000000268 00000 n
0000000400 00000 n
0000000584 00000 n
0000000758 00000 n
0000000890 00000 n
0000001074 00000 n
0000001280 00000 n
0000001873 00000 n
0000002772 00000 n



0000002824 00000 n
0000002908 00000 n
trailer
<<
/Size 14
/Root 11 0 R
>>
startxref
2991
%%EOF


